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この本誌米国テキサス升iにある BrookArmy Medical Center rこいた 3名の
著者たちにより共同執筆されたもので， 最近の熱傷の診断と治療について詳細に
述べられている。すなわち， この本は165頁よ予なるが， 214枚の美しいカラー函
譜を中心iこして， 6章;こ分けて解説している。
第 1章では熱傷初期における診欝と治療の基本について述べている。皮膚の構
造から始まり，熱傷の分類， 熱傷ショック，初期の全身的管理について論じてい
る。とくに熱奮のさい初期に行う必要のある気道と静脈の確保， 体重の誤IJ定， 熱
器面讃の2暫定， 体液喪失を補充する補譲の質と量， さらにこれに伴う末措循環の
問題，破毎風の予訪， 治療経過の観察(尿量・車圧の変動，呼疲管理など)など
熟蕩後48詩開までの初期療法の原期が示されている。
第2章で、は熱傷受傷菌の管理について解説されている。 ここでは熱傷の初期に
おける受蕩Eに対する外用療法， ついで焼癒の除去法， さらに皮表の再建徳につ
いて述べられている。
最近になってわが国でも入手が可能になった silversulfadiazine (Silvadene) 
creamや mafenideacetate burn (Sulfa担 ylon)creamなどを用いる新しい外
用療法が図解により示されている。 これらの外現弗j辻娃痴冨に生ずる各種の細甚
感染の防止にきわめて有効であることが知られてきている。 さらに受傷酉に対す
る生理的な包帯として同種皮書移植や豚皮などを用いる異種皮膚移譲についても
解説されている。
ついで熱傷苗に生じて処理に困る境癒の捺去街， さらに自家謹皮による広範毘
の meshskin graftがカラー園譜により美事に示されている。その上，関節にか
かった熱蕩のさいに必要とされる関箭機能回復の方式も詳結に解説されている。
第 3章では熱傷時における全身的代露充進について述べられている。 とくに窒
素不均衡や体重の誠少などについても触れられておj:J， これらを補なう経口的お
よび非経口的栄養捕給の方式が述べられている。
第 4章では一酸化炭素中毒，電撃傷，化学熱蕩， および気道熱傷というような
熱傷蒋の合併症や特殊な熱傷に対する対策が論じられている。
第5章においては， 熱傷のさいに発生する全身的合併症を取り上げている。 こ
こでは熱蕩初期における肺水腫ないし腎不全の発生， さらに外男剤による全主量的
な副作用について解説されている。そのほか， 気管切開舗のさいの合併症， さら
に敗血症，血栓性静脈炎，心内膜炎，H事炎， jlJ腎出血， t湾北器系合併症(イレウ
ス，清化管潰蕩，上腸間膜動脈症候群， 胆嚢炎，H李臓炎)というような多彩な合
併症の発表につき論じられている。
第 6章では， 主に熱傷に基づく誤膿・耳介・口唇・指などの変形に対する形成
外科的な再建錆を冨解によ雪解説している。
最近でも，熱湯やたき火の不始末， プロパン・ガス爆発， 家星火災などのさい
に，深く広範囲の熱傷に出合うことがあり， 治療に苦労することが多い。 この本
はカラー図譜を中心として実技を示しているので， 今日の熱鎮の治療に大ぃ;こ参
考となる良書と思う。(関本昭二)
(千葉室学 56，268，1980) 
